
はだの議会だより 令和 3 年（2021 年）5 月16 日（日）  第 240 号〘4〙

森林観光都市としてのイメージアップを

※ユマニチュード…「人間らしくある」ことを意味するフランス語の造語。「大切に思っています」ということを相手が理解できるように伝える技術と、その技術を使うときに理解しておくべき考え方で構成されている
※タクティール…ラテン語で「触れる」という意味があり、手を使って相手の背中や手足をやわらかく包み込むように触れるケアの技法

用語解説

　定例会初日に示された市長の施政方針や令和３年度予算案に対して行う「代表
質問」は、３月３日、４日の２日間にわたり、各会派からの代表５人により行わ
れました。（質問者の文責により、質問と答弁の要旨を掲載）
　各議員の記事にあるＱＲコードを読み込むと、代表質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一　
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て

問　
２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
実
現
を
目
指
し
（
仮
称
）
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
域
の
53
％
を
森
林
が
占
め
る
本

市
で
は
、
森
林
整
備
が
特
徴
的
と
な
る
。

併
せ
て
、
省
エ
ネ
に
努
め
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
し
、
秦
野
ら
し
さ
を

生
か
し
た
取
り
組
み
が
地
域
経
済
の
好

循
環
に
も
寄
与
す
る
よ
う
オ
ー
ル
秦
野

で
実
現
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
る
。

要
望　
環
境
に
配
慮
し
た
電
気
自
動
車

へ
の
移
行
が
世
界
的
に
加
速
し
て
お
り
、

本
市
で
も
急
速
充
電
器
の
設
置
に
早
期

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
は
だ
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
施

設
体
制
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ
い

て問　
可
燃
ご
み
は
順
調
に
減
少
し
て
お

り
、
１
施
設
体
制
へ
の
移
行
前
倒
し
を

望
む
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
市
民
が
積
極
的
に
ご
み
の
減
量
、

分
別
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
計
画
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
減
量
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
施
策
の
効
果
を
検
証
し
、

早
期
の
移
行
に
努
め
た
い
。

三　
新
東
名
・
２
４
６
バ
イ
パ
ス
の
最

大
活
用
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
の
開
通
が
目
前

に
迫
る
中
、
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業

に
お
け
る
組
合
設
立
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
準
備
組
合
で
は
、
事
業
計
画
案
の

確
定
、
仮
同
意
の
収
集
な
ど
を
順
次
進

め
、
令
和
４
年
度
末
に
組
合
が
設
立
さ

一　
「
収
」
の
一
文
字
に
か
け
る
思
い

に
つ
い
て

問　
市
長
は
任
期
の
最
終
年
に
当
た
り
、

そ
の
意
気
込
み
を
「
収
」
と
い
う
漢
字

で
表
現
し
た
が
、
こ
の
一
文
字
に
か
け

る
思
い
に
つ
い
て
令
和
３
年
度
予
算
に

ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

答　
新
た
な
都
市
像
「
水
と
み
ど
り
に

育
ま
れ
誰
も
が
輝
く
暮
ら
し
よ
い
都ま
ち市	

」
の
実
現
に
向
け
て
、
過
去
最
大
と
な

る
５
２
４
億
３
千
万
円
の
予
算
と
し
た
。

３
年
間
の
取
り
組
み
の
成
果
を
大
き
な

果
実
と
し
て
収
穫
す
る
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に

向
け
た
強
い
思
い
を
込
め
て
「
収
」
の

一
文
字
を
掲
げ
た
。

二　
今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
の
予
算
編
成

は
、
大
変
苦
労
さ
れ
た
と
推
察
す
る
。

市
税
収
入
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、

今
後
ど
の
よ
う
な
財
政
見
通
し
の
も
と
、

行
財
政
運
営
を
担
っ
て
い
く
の
か
、
そ

の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
３
年
度
の
市
税
収
入
は
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
平
成
21
年
度
予

算
の
９
億
円
を
上
回
る
、
過
去
最
大
の

減
収
幅
と
見
込
ん
で
い
る
。
歳
入
面
で

の
自
主
財
源
の
確
保
、
効
率
的
で
効
果

的
な
支
出
に
努
め
る
と
と
も
に
、
社
会

情
勢
に
よ
り
見
直
し
を
図
り
、
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
。

三　
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て

問　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
誰

も
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
女
性
の
社
会
進
出
が
ま
す
ま
す

重
要
で
あ
る
が
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
多
様

な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
子
育
て
環

境
の
整
備
や
、
就
労
支
援
の
充
実
、
配

偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
対
す
る
相
談

体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
令

和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
４
期

は
だ
の
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
は
、

新
た
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
向
け
た
事
業
主
へ
の
働
き
か
け
や
、

男
女
平
等
の
理
念
を
推
進
す
る
教
育
を

充
実
さ
せ
る
な
ど
、
女
性
の
社
会
進
出

の
推
進
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組
む
。

要
望　
女
性
が
働
く
環
境
や
条
件
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
女
性
自
身
の

意
識
改
革
も
必
要
と
考
え
る
。
あ
く
ま

で
も
自
然
体
で
、
男
女
を
意
識
せ
ず
能

力
本
位
で
評
価
す
る
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
要
望
す
る
。

四　
地
域
医
療
の
充
実
・
強
化
に
つ
い

て問　
秦
野
赤
十
字
病
院
で
の
分
娩
業
務

再
開
と
小
児
科
の
充
実
が
不
可
欠
と
考

え
る
が
、
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
同
病
院
は
、
地
域
医
療
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
機
能
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
良
い
情
報

を
広
く
発
信
し
、
病
院
と
し
て
の
強
み

創  

和  

会　
　
谷　
　
和 

雄

表
丹
沢
を
は
じ
め
と
す
る

我
が
ま
ち
秦
野
の
魅
力
を
全
国
に

公  

明  

党　
横
山
む
ら
さ
き

誰
も
が
輝
く
未
来
の
た
め
に

新
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
を

自
民
党
・
新
政
ク
ラ
ブ　
高
橋　
文
雄

誰
も
が
夢
と
希
望
を
持
ち
生
き
生
き
と

活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
を

を
市
民
に
伝
え
る
こ
と
も
支
援
に
な
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
小
児
科
と
産
婦
人
科
は
周
産
期
医

療
の
両
輪
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

小
児
科
充
実
に
つ
い
て
も
秦
野
赤
十
字

病
院
と
意
見
交
換
を
し
て
き
た
。
令
和

３
年
度
は
小
児
科
医
師
２
人
が
増
員
さ

れ
、
小
児
の
入
院
診
療
の
再
開
に
見
通

し
が
つ
い
た
。
こ
う
し
た
診
療
科
の
充

実
な
ど
を
情
報
提
供
す
る
こ
と
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
と
も
に
同
病
院

へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
神
奈
川
病
院
を
含
め
、
市
民
や

近
隣
市
町
村
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の

周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。

れ
る
予
定
で
あ
る
。
事
業
の
実
現
は
、

産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
へ
の
企
業
誘
致

の
根
幹
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
本
市
と

し
て
も
不
退
転
の
覚
悟
で
取
り
組
む
。

要
望　
こ
の
計
画
は
市
民
か
ら
の
要
望

に
よ
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
で
、

経
済
効
果
は
明
ら
か
で
あ
る
。
未
来
を

生
き
る
世
代
の
た
め
に
進
め
て
ほ
し
い
。

四　
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
促
進
に

つ
い
て

問　
移
住
政
策
と
一
体
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
訴
え
て
き
た
が
、
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
お
試
し

住
宅
を
設
置
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し

な
が
ら
、
移
住
・
定
住
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

五　
中
学
校
給
食
の
完
全
実
施
に
つ
い

て問　
中
学
校
給
食
の
開
始
ま
で
あ
と
10

カ
月
と
な
っ
た
が
、
学
校
給
食
に
お
け

る
地
産
地
消
の
推
進
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
場
産
物
の
使
用
割
合
50
％
を
目

標
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
特
産
物
な

ど
を
献
立
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
将

来
に
わ
た
る
地
産
地
消
を
推
進
し
た
い
。

六　
健
全
で
着
実
な
財
政
運
営
に
つ
い

て問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
財
源
不
足
を

踏
ま
え
た
財
政
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
３
年
度
の
財
源
不
足
は
約
20

億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。
将
来
世
代
に

過
度
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
、
行
財

政
改
革
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
中

長
期
の
財
政
推
計
を
見
直
す
中
で
、
健

全
で
着
実
な
財
政
運
営
に
努
め
る
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
限

が
あ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
、

高
齢
者
に
安
心
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、

わ
れ
わ
れ
も
政
策
提
案
を
し
て
い
く
。

市
長
を
は
じ
め
執
行
部
の
職
員
も
市
政

発
展
の
た
め
、
一
層
努
力
し
て
ほ
し
い
。

一　
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
令
和
３
年
度
か
ら
秦
野
市
新
総
合

計
画
２
０
３
０
プ
ラ
ン
が
始
ま
る
。
超

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
未
来
が
不
透
明
な
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
く
上
で
、
市
長
の

「
率そ
っ
せ
ん先
垂す
い
は
ん範」
の
精
神
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
、
誰

も
が
輝
く
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
全
身
全
霊
で
感
染
症
収
束
に
向

け
て
取
り
組
む
。
ま
た
、
現
場
主
義
で

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
発
信
に
努
め
る
。

二　
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

問　
２
０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
た
。
事
業
者
や
諸
団
体
、
市
民
と
気

候
変
動
へ
の
危
機
感
を
共
有
す
る
た
め
、

気
候
非
常
事
態
宣
言
を
表
明
し
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
気
候

非
常
事
態
宣
言
の
理
念
を
含
め
た
（
仮

称
）
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策

定
し
、
オ
ー
ル
秦
野
で
取
り
組
む
。

三　
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
に
つ
い

て問　
認
知
症
を
患
う
人
の
尊
厳
が
守
ら

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
当
事
者
の

立
場
に
立
つ
※
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
※

タ
ク
テ
ィ
ー
ル
と
い
っ
た
介
護
技
法
の

研
修
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答　
今
後
、
共
生
と
予
防
の
両
輪
で
施

策
を
推
進
し
た
い
。
研
修
に
つ
い
て
は
、

介
護
技
法
に
詳
し
い
専
門
家
に
相
談
し
、

検
討
し
た
い
。

四　
地
域
共
生
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

問　
多
様
性
の
時
代
に
お
い
て
、
互
い

に
補
い
合
う
地
域
連
携
が
大
切
で
あ
る
。

農
作
業
の
担
い
手
を
求
め
る
農
業
と
、

自
立
支
援
と
し
て
の
福
祉
事
業
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
組
織
へ
の
支
援
が
必
要

だ
が
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
と
と
も
に
農
福
連
携
マ
ッ
チ
ン

グ
等
支
援
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
、
課
題
解
決
に
向
け
て
本
市
の
特

性
を
生
か
し
た
農
福
連
携
を
推
進
す
る
。

ほ
か
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
５
つ
の
重
点

施
策
に
つ
い
て
、
未
来
に
備
え
る
事
業

に
つ
い
て
、
未
来
に
希
望
を
つ
く
る
事

業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

議 会 の 動 向
○２月
	 16日	（火）	・代表者会議・議員連絡会
	 	 	 ・議会運営委員会
	 19日	（金）	・議案送付
	 22日	（月）	・議会運営委員会
	 26日	（金）	・市議会第１回定例会開会
○３月
	 ３日	（水）	・本会議（代表質問）
	 	 	 ・追加議案送付
	 ４日	（木）	・本会議（代表質問）
	 	 	 ・議会運営委員会
	 ５日	（金）	・本会議（議案審議）
	 ８日	（月）	・	予算決算常任委員会	

（令和３年度予算・総務分科会）
	 ９日	（火）	・	予算決算常任委員会	

（令和３年度予算・文教福祉分科会）
	 10日	（水）	・	予算決算常任委員会	

（令和３年度予算・環境都市分科会）
	 11日	（木）	・総務常任委員会
	 	 	 ・	予算決算常任委員会	

（補正予算・総務分科会）
	 15日	（月）	・文教福祉常任委員会
	 	 	 ・	予算決算常任委員会	

（補正予算・文教福祉分科会）
	 16日	（火）	・環境都市常任委員会
	 	 	 ・	予算決算常任委員会	

（補正予算・環境都市分科会）
	 18日	（木）	・本会議（一般質問）
	 19日	（金）	・本会議（一般質問）
	 	 	 ・代表者会議
	 	 	 ・追加議案送付
	 26日	（金）	・議会運営委員会
	 	 	 ・予算決算常任委員会
	 	 	 ・市議会第１回定例会閉会
	 	 	 ・議会全員協議会
	 	 	 ・議会運営委員会
	 	 	 ・議会報編集委員会
	 29日	（月）	・	秦野市伊勢原市環境衛生

組合議会第１回定例会
○４月
	 13日	（火）	・議案送付（臨時会）
	 16日	（金）	・議会運営委員会
	 	 	 ・市議会第１回臨時会
	 	 	 ・議員連絡会
	 	 	 ・議会運営委員会
	 	 	 ・議会報編集委員会
○５月
	 ７日	（金）	・議会報編集委員会
	 	 	 ・議会運営委員会
	 14日	（金）	・代表者会議・議員連絡会
	 	 	 ・議会運営委員会

病院の強みについて積極的な情報発信を

障害などを抱える生活困窮者と
農業者をつなぐ支援を


